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全
労
生
の
２
０
１
７
年

度
活
動
計
画
の
テ
ー
マ

は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

「
生
産
性
運
動
の
再
構
築

と
社
会
的
拡
が
り
を
」（生

産
性
運
動
の
原
点
の
確
認

を
）
と
し
た
。
こ
こ
数
年

来
、
政
府
を
含
め
て
い
ろ

い
ろ
な
場
面
で
「生
産
性
」

と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
る

こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
生
産
性
の

精
神
や
生
産
性
三
原
則
が

語
ら
れ
る
こ
と
は
非
常
に

少
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
関
心

は
能
率
や
効
率
を
い
か
に

高
め
る
か
、
と
い
う
こ
と

に
と
ど
ま
っ

て
い
る
よ
う

に
感
じ
ら
れ

る
。

　
本
年
度
の
中
央
討
論
集

会
は
、
年
間
活
動
テ
ー
マ

を
踏
ま
え
て
、
生
産
性
運

動
の
歴
史
の
確
認
、
お
よ

び
、
生
産
性
運
動
の
現
状

と
今
後
の
課
題
に
関
す
る

講
演
を
も
と
に
、
分
散
会

討
議
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。

　
分
散
会
討
議
で
は
、
参

加
者
に
と
っ
て
の
生
産
性

運
動
の
現
状
認
識
と
生
産

性
運
動
を
い
か
に
現
場
に

徹
底
し
て
い
く
か
、
さ
ら

に
は
今
後
の
生
産
性
運
動

の
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
う
予
定
で
あ

る
。

　
個
別
の
論
点
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

　
生
産
性
三
原
則
の
第
一

原
則
で
あ
る
「
雇
用
の
維

持
・
拡
大
」
の
観
点
か
ら

は
、
非
正
規
雇
用
者
が
約

�
％
を
占
め
る
現
状
に
お

い
て
雇
用
の
質
を
高
め
る

必
要
が
あ
る
が
、
良
質
な

雇
用
の
具
体
的
な
姿
と
は

何
か
。

　
第
二
原
則
で
あ
る
「
労

使
の
協
力
・
協
議
」
の
観

点
か
ら
は
、
労
働
組
合
の

組
織
率
低
下
と
と
も
に
労

使
協
議
の
機
会
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
に
い
か
に
対

処
す
る
か
、
ま
た
、
イ
ン

サ
イ
ダ
ー
問
題
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
労
使
協
議
の

対
象
と
な
ら
な
い
も
の
が

増
え
て
い
る
（
労
使
協
議

の
質
の
低
下
）
こ
と
に
い

か
に
対
処
す
る
か
。

　
第
三
原
則
の
「
成
果
の

公
正
分
配
」
の
観
点
か
ら

は
、
長
期
的
な
労
働
分
配

率
の
低
下
へ
の
対
処
と
同

時
に
温
暖
化
問
題
や
貧
困

等
の
社
会
の

持
続
可
能
性

な
ど
新
た
な

分
配
に
つ
い
て
い
か
に
考

え
る
べ
き
か
。

　
生
産
性
運
動
、
生
産
性

三
原
則
の
原
理
・
原
則
を

大
事
に
し
つ
つ
、
今
日
的

課
題
の
解
決
と
日
本
の
将

来
に
向
け
た
積
極
的
な
論

議
を
期
待
し
た
い
。


